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議  長  名 

 

 地方自治法第99条の規定により、下記のとおり意見書を提出します。 

記 

 クビアカツヤカミキリは、サクラ・モモ・ウメ等を加害し、樹木の枯死や農

作物の生産被害をもたらす特定外来生物であり、国内で分布が拡大する中、本

県においても令和８年７月に初めて成虫が確認され、県及び関係市町村による

緊急防除が実施されている。 

本種は繁殖能力が高く、地域に定着した場合には根絶することが困難となる

ため、本県を代表する産業の一つである果樹産業はもとより観光・景観資源で

あるサクラ等の樹木にも深刻な影響が懸念されている。 

国においては、関係省庁による対策本部を設置するとともに、地方公共団体

が実施する防除事業に対する交付金等の財政措置を講じているが、定着及びま

ん延の防止に向けた実効性の高い対策を推進するためには、国と地方公共団体

がこれまで以上に緊密に連携し、防除対策に取り組む必要がある。 

よって、本県議会は、国会及び政府において、果樹産業及び観光・景観資源

を守るため、クビアカツヤカミキリの防除に係る施策を一層強化するとともに

地方公共団体に対する財政支援の拡充を図られるよう強く要請する。 

宛 て 


